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ウーマンズ・ワールド フ ェ ミ ニ ン
それを『女の世界』と変更するように強く要求している（３１７）。上の引用にある「女々しており」
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にすぐれた才能を示し，１８６８年，ケンジントン国立美術訓練学校（Kensington National Art Train-
ing School）に入学した。公教育を受けた最初の皇族。１８７１年，後に第九代アーガイル公爵と
なるローヌ侯爵ジョン・ダグラス・サザランド・キャンベル（John Douglas Sutherland Camp-
bell, Marquis of Lorne）と結婚。中産階級の貧しい女性が針仕事で収入を得られるように訓練
する教育機関，Ladies’ Work Societyを創設。１８７２年には全国女子高等教育連合（National Un-








チャン王子（Prince Christian of Schleswig Holstein Sonderburg Augustenburg）と結婚。夫ととも
にイギリスに住んだ。翻訳や著作にも手を染め，１８８７年「バイロイト侯爵夫人，ウィルヘルミ
ナの回想録」“The Memoirs of Whilhelmine, Margravine of Bayreuth”をフランス語から翻訳，また
バイロイト侯爵夫人とヴォルテール（Voltaire）の書簡も翻訳した。１８８４年には姉のアリスの
回想録も出版している。さらに看護学にも強い関心をもち，「傷病人の応急手当」（“First Aid




“Nursing as a Profession for Women”を寄稿している。




A Novel（１８８８），Songs of Toil（１８８８），Edleen Vaughn or Paths of Peril（１８９１），Legends from
River and Mountain（１８９６；Alma Strettellと共著），A Real Queen’s Fairy Tales（１９０１），From
Memories Shrine（１９１１），Letters and Poems of Queen Elisabeth（Carmen Sylva）（１９２０），Golden
Thoughts of Carmen Sylva Queen of Roumania（？），Poems（？），Shadows on Love’s Dial（？），
Suffering’s Journey on the Earth（？）などがある（“Carmen Sylva Queen Elisabeth of Romania Bib-
liography”参照）。
『女の世界』には“A Queen’s Thoughts”, “Furnica; or the Queen of the Ants. A Legend of the Car-
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pathians”, “Decabal’s Daughter”の３篇を寄稿している。また同誌にはMrs. E. B. Mawerによる




















Moon-Lady, the Grey Lady, the beautiful wraith with her beryl eyes”とたたえている（Wilde１７４）。
『女の世界』には創刊号の巻頭の記事，“The Woodland Gods”を寄稿している。またワイル
ドは Dramatic Review（１８８５年６月６日号）に“’As You Like It’ at Coombe House”という記事を
書いて，彼女がオーランド役を演じたのを賞賛した。
 レイディ・アーディロウン Lady Ardilaun：Guinness, Lady Olivia Charlotte（１８５０－１９２５）。旧姓








ヌ Susan Marie Elizabeth Stewart-Mackenzie Jeune（１８４９？－１９３１）。最初，オールダリーの初代
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スタンリー卿の次男で中佐のジョン・コンスタンティン・スタンリー閣下（１８３７－７８）と結
婚。１８８１年８月には法律家のフランシス・ジューヌと結婚。彼は最初ナイトに叙せられ，の
ちにセント・ヘリエル男爵 Baron St. Helierに叙せられた。彼女は社交界のホステスとして名を
馳せた。
『女の世界』に“The Children of a Great City”を寄稿している。
 ミス・ハリソン Harrison：おそらく Jane E. Harrison（１８５０－１９２８）のことではないかと思われ
る。古典学者であり人類学者。著作にMythology and Monuments of Ancient Athens（１８９０）, Pro-
legomena to the Study of Greek Religion（１９０３）, Themis（１９１２）, Ancient Art and Ritual（新版１９４８）
などがある。
『女の世界』に“The Pictures of Sappho”を寄稿している。
 ミス・メアリー・ロビンソンMiss Mary Robinson：アグネス・メアリー・フランシス・ダルメ





ワイルドは１８８８年１２月の『女の世界』のなかの“A Note on Some Modern Poets”でメアリー・
ロビンソンの Poems, Ballads and Garden Play に触れている。彼女は『女の世界』に“La Californie.
Sonnet“と“A Walk through the Marais”を寄稿している。また，メイベルも『女の世界』に「扇」
と「タリアン夫人」と“Josephine Beauharnais”いう記事を寄稿している。






『女の世界』には“Dream of Wild Bees”, “Life’s Gifts”, “The Lost”を寄稿している。




彼女の脚本，The Baby; or, a Warning to Mesmerists（１８９１）は９２回連続公演された（Powell １５１）。
編書に Ladies in the Field, Sketches of Sport（１８９４）がある。
『女の世界』には寄稿していない。
 ミス・ドロシー・テナントMiss Dorothy Tennant：（１８５５－１９２６）。挿絵画家・肖像画家・風俗
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画家。スレイド美術専門学校で学ぶ。王立美術院，グロヴナー・ギャラリーなど，さまざま
な傾向の展覧会や画廊に出展。新古典主義的な絵を描いた。１８９０年，アフリカ探検で有名な









はダービシャー方言で Stone Edge（１８６８）他の小説を書いた。またエッセイ集に Peasant Prop-














ワイルドは『女の世界』（１８８９年４月号）の中で，彼女の Art in the Modern State（１８８８）を
書評している。
 レイディ・ダファリン Dufferin：ダファリン・アンド・アーヴァ侯爵夫人，ハリオット・ジョー
ジナ・ローワン Hariot Georgina Rowan, Marchioness of Dufferin and Ava（１８４４－１９３６）。旧姓，
ハミルトン Hamilton。１８６２年，初代ダファリン・アンド・アーヴァ侯爵，フレデリック・テ
ンプル・ハミルトン＝テンプル＝ブラックウッド Frederick Temple Hamilton-Temple-




女性に女たちによる援助をする全国組織，National Association for Supplying Female Aid to the
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Women of Indiaの設立，発展に力を尽くした。また１８８５年にはインドに病院を建て，特に産婦
人科に関しては現地人の女医や看護婦を育成する目的で，ダファリン伯爵夫人インド医学基
金 Countess of Dufferin’s Indian Medical Fundを設立。（“Women’s History”参照）。Our Vice-Regal
Life in India（１８９１）を出版。子供７人。
『女の世界』には寄稿していない。




長女 Lucy Charlotteと１８６１年生まれの次女 Nellyの二人の娘がいたが，どちらのことを考えて
いたのか不明。
『女の世界』にはそのどちらの娘も寄稿していない。







age in the Sunbeam（Longmans, Green，１８７８）は当時のベストセラーになり，１７ケ国語に翻訳さ
れた。彼女は旅行の途中でマラリア熱にかかって没した。“The Brassey Family”および“The Brassey
Travels”を参照のこと。
『女の世界』には寄稿していない。
 レイディ・ベクティヴ Bective：Lady Alice Maria．（？－１９２８）。１８６７年，第４代Marquess of









ズ（Philip Archibald Primrose，５th Earl of Rosebery）と結婚。この雑誌の発足当時，夫は第三次
グラッドストーン内閣（１８８６年より）の外務大臣に任命されていた。後に彼は首相になった
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memorative Green Plaques Scheme 参照）。後年，回想録を数冊出している。The Reminiscences
of Lady Dorothy Nevill（１９０６），Leaves from the Notebook of Lady Dorothy Nevill（１９０８），More
Leaves（１９０９），Under Five Reigns（１９１０），My Own Times（１９１２）。
１８８８年６月の『女の世界』に「コブデンの思い出」を寄稿している。





作品には，From Dawn to Noon（最初の詩集）（１８７２），Denzil Place, a story in verse（１８７５），Col-
lected Verses（１８８０），Autumn Songs（１８８９），Betwixt Two Seas. Poems and ballads written at Con-
stantinople and Therapia（１９００［１８８９］）などがある（“Lesser Poets”参照）。
ワイルドは彼女の The Story of Helen Davenant（１８８８－８９）を『女の世界』（１８８９年２月）で
書評している。彼女は『女の世界』に“Hazeley Heath. Sonnet”（１８８７年１１月），“Records of a Fallen
Dynasty”（１８８８年５月）および“The Mer-Baby. Poem”（１８８８年８月）を寄稿している。
 レイディ・ダイアナ・ハドルストン Diana Huddleston：（１８４２－１９０５）第九代セント・オール
バンズ公爵の娘。高等法院判事 Sir John Walter Huddleston（１８１５，もしくは１８１７－１８９０）と結婚。
Bestwood Lodge, Nottinghamshireに住んだ。（Jacks参照）。
『女の世界』には寄稿していない。
 レイディ・キャサリン・ギャスケル Catherine Gaskell：Catherine Milnes Gaskell（１８５７－１９３５）。
１８７６年，Gerald Milnes Gaskellと結婚後，Wenlock Abbeyに住み，そこを芸術家や文学者たち
のメッカにした。ヘンリー・ジェイムズは１８７７年，１８７８年，１８８２年にそこを訪れており，トーマ
ス・ハーディ夫妻は１８９３年８月１３日に訪れている。作品に，シュロップシャーについての小
品，Spring in a Shropshire Abbey（１９０５），軽い読み物の Episodes in the Lives of a Shropshire Lass
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 レイディ・パジェット Paget：Violet Paget（１８５６－１９３５）。フランスで生まれ，生涯の大部分を
イタリアで暮らし，ヴァーノン・リー（Vernon Lee）というペンネームで４０冊以上の小説を書
き，数多くの記事を発表した。レズビアンであった。多くの作品のなかでも，Miss Brown Vols．１
－３（１８８４），Vanitas: Polite Stories（１８９２），Hauntings: Fantastic Stories（１８９０），Limbo and
Other Essays（１８９７），Gospels of Anarchy and Other Contemporary Studies（１９０８）はすべて，イ
ンターネットの Victorian Women Writers Project Libraryで読める（〈http://www.indiana.edu/cgi-bin-
ip/letrs/vwwplib.pl〉）。彼女の生涯については詳しくは Stablefordを参照のこと。
『女の世界』には寄稿していない。
 ミス・ローザ・マルホランド Rosa Mulholland：（１８４１－１９２１）アイルランドの作家。ベルファ
ストでカトリックの医者の家に生まれ，家で教育を受ける。Ruth Murrayという名前で発表し
た最初の小説，Dumara（１８６４）がチャールズ・ディケンズに認められ，ディケンズの雑誌，
All the Year Round に Not to Be Taken at Bed-Time を発表。１８９１年，ダブリンの骨董収集家で歴
史学者の Sir John Gilbertと結婚。夫とともにアイルランドの民間伝承を収集。彼は１８９８年に死
亡。彼女は５０年以上にわたる執筆活動をし，数多くの小説を書いた。「彼女の態度は「われわ
れはヴィクトリア朝の良家のアイルランド人だ」という言葉に要約できるが，……後には…
…ナショナリズムに接近した」（“Mulholland, Rosa”）。最も有名な小説は A Fair Emigrant（１８８８）。
Not to Be Taken at Bed-Time（１８６５）は（〈http://users.ev１．net/ homeville/isfac/d９１．htm〉）で読め
る。（Boylan, “Rosa Mulholland”参照）。
『女の世界』には「ダブリン城」を寄稿している。また，ワイルドは彼女のMarcella Grace
を PMG の“A Batch of Novels”（１８８７年５月２日）で書評している。




は，Hurrish: A Study（１８８６），Ireland（１８８７），With Essex in Ireland（１８９０），Grania（１８９２），
詩集で代表作のWith the Wild Geese（１９０２）などがある。（“Women Writers. IX. Anglo-Irish Lit-
erature. Vol．１４”参照）。
『女の世界』には寄稿していない。
 レイディ・ハーバートン Harberton：ハーバートン子爵夫人フローレンス Florence, Viscountess






 チャールズ・マクラーレン夫人 Charles McLaren：ローラ・エリザベス・マクラーレン Laura
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Elizabeth McLaren（？－１９３３）。旧姓 Pochin。１８７７年，実業家で政治家のチャールズ・ブライ
ト・ベンジャミン・マクラーレン Charles Bright Benjamin McLaren（１８５０－１９３４）と結婚。彼
はクエーカーで婦人参政権運動を支持していた。チャールズの母は婦人参政権運動家として
著名なプリシラ・ブライト・マクラーレン Priscilla Bright McLaren（１８１５－１９０６）。ローラも義
母と同じく婦人参政権運動家であり，『婦人参政権ジャーナル』Women’s Suffrage Journal にも
寄稿している。
『女の世界』には「男の優越性という誤謬」を寄稿した。
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彼女は婦人参政権運動に熱心だった。
『女の世界』には寄稿していない。
 レイディ・ソールズベリー：ジョージナ・旧姓オルダーソン（１８２７－９９）。Sir Edward Holt Al-




 プロクター夫人 Proctor：アン・ベンソン・プロクター Anne Benson Proctor（Procterと綴られ
ることもある）（１７９９－１８８８）。旧姓スケッパー Skepper。著作家。詩人の Bryan Waller Procter
（‘Barry Cornwall’）と結婚。１８８１年，『カーライルの手紙』を個人出版。ブラウニング夫妻や
トロロープの友人で，手紙をやりとりしていた。夫はディケンズの古くからの友人。長女の
アデレイド・アン・プロクター Adelaide Anne Proctor（１８２５－６４）は詩人で慈善家だった。（“Bi-
ography for Anne Benson Procter”参照）。
『女の世界』には寄稿していない。









（１８８８），Marcella Vols．１－２（１８９４），The Story of Bessie Costrell（１８９５），Daphne, or Marriage
a la Mode（１９０９），England’s Effort: Six Letters to an American Friend（１９１６）などがある。これ
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